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続く物価高…

　追加支援が決まる

低所得世帯に支援金

市独自の対象拡大も

支給は２月中旬以降に

物価高騰に対応する低所得世帯への１世帯当た

り３万円の給付金の支給が決まりました。

国の支援金の対象は世帯全員の今年度の住民税

が「非課税」の世帯ですが、福山市は独自に「均等割

のみ課税」の世帯も対象としました。また、そのう

ち子育て世帯については、児童１人当たり２万円

の給付金が加算されます。

過去の低所得世帯への支援金を受け取った世帯

には「お知らせハガキ」が送付され、２月中旬頃に

支給予定です。新たに支援金の対象となった方に

ついては、「確認書」が送付されます。

問い合わせ先

福山市給付金コールセンター
０５０-２０３０-５８５９

地域に子どもの居場所がない！

市長と議員のボーナス引上げ!?
子育て支援策に市民の声を！

こども未来づくり１００人委員会が宣言

児童館を作って‼
児
童
館
は
、
18
歳
未
満
の
す
べ
て

の
子
ど
も
に
、
地
域
で
の
遊
び
・
生

活
援
助
と
と
も
に
子
育
て
支
援
を

行
い
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
る

施
設
で
す
。

多
く
の
自
治
体
で
は
地
域
に
複

数
の
児
童
館
を
設
置
し
、
子
ど
も
た

ち
の
自
由
な
居
場
所
と
し
て
機
能

し
て
い
ま
す
が
、
福
山
市
に
は
「
ふ

れ
愛
ラ
ン
ド
」
内
に
１
所
あ
る
だ
け

で
す
。

子
育
て
世
代
の
市
民
か
ら
は
、「
子

ど
も
が
遊
べ
る
屋
内
施
設
が
な
い
」
、

「
酷
暑
で
外
で
遊
べ
ず
子
育
て
が
大

変
」
な
ど
の
理
由
か
ら
、
子
ど
も
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
児
童
館
の
設
置
を

求
め
る
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。日

本
共
産
党
福
山
市
議
団
は
、
市

長
が
福
山
駅
周
辺
に
整
備
を
検
討
し

て
い
る
ネ
ウ
ボ
ラ
セ
ン
タ
ー
内
に
親

子
で
遊
べ
る
場
を
整
備
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
中

心
市
街
地
だ
け
で
な
く
、
各
地
域
に

も
親
子
が
利
用
で
き
る
児
童
館
の
設

置
を
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
、
児
童
が
利
用
で
き
る
屋
内

施
設
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

は
認
め
ま
し
た
が
、
民
間
の
大
規
模
な

屋
内
遊
戯
場
が
複
数
あ
る
こ
と
や
、
保

育
施
設
が
利
用
で
き
る
こ
と
を
挙
げ
、

児
童
館
設
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
明

言
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

民
間
の
有
料
サ
ー
ビ
ス
と
、
児
童
福

祉
法
に
基
づ
く
「
児
童
館
」
を
同
列
に
並

べ
て
「
子
ど
も
の
居
場
所
」
と
す
る
こ
と

は
、
子
ど
も
の
福
祉
の
観
点
を
欠
い
て

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

福
山
市
議
団
は
引
き
続
き
、
児
童
館

の
設
置
を
求
め
ま
す
。

福山市の子育て支援策の

在り方を市民参加で議論し

てきた「こども未来づくり

100人委員会」が宣言をまと

めました。

あらためて拠点を中心と

した子育て世帯のつながり

を作ることの重要性が浮き

彫りとなっています。

市議会議員と市長を含む特別職員の期末手当を引き上げる議案と予算が提案されました。

物価高騰によって家計が圧迫され、労働者の実質賃金も目減りしている下で、もともと高額な報酬を受

け取っている議員や市長のボーナスが増額されることは到底市民理解が得られるものではありません。

日本共産党は引き上げに反対しましたが、他の議員は全員賛成しました。

猛
暑
で
遊
び
場
が
な
い
！

第
３
者
の
目
で
原
因
究
明
を

民
間
施
設
が
頼
り
？

ふれ愛ランド内の児童館
（市HPより）

被
害
調
査
に
半
年
で
３
億
円

リ
サ
イ
ク
ル
工
場
で
大
規
模
火
災

核
禁
条
約
会
議
へ
参
加
を

福
山
市
議
会
が
意
見
書
を
採
択

昨
年
11
月
２
日
に
発
生
し

た
火
災
に
よ
り
、
リ
サ
イ
ク

ル
工
場
(
箕
沖
町
)
は
操
業

を
停
止
し
て
い
ま
す
。

操
業
停
止
の
間
は
、
回
収

さ
れ
た
粗
大
ご
み
を
箕
沖

埋
立
地
に
仮
置
き
し
、
手
作

業
で
分
別
す
る
作
業
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

12
月
議
会
の
補
正
予
算
に
お

い
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
の
被

害
状
況
を
調
査
す
る
た
め
の
予

算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

費
用
は
３
億
５
０
０
万
円

で
、
調
査
業
務
は
６
カ
月
間
に

も
及
ぶ
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

市
は
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
の
設

計
・
施
行
・
管
理
運
営
ま
で
一
体

的
に
行
っ
て
い
る
、
現
在
の
運

営
事
業
者
の
関
連
会
社
に
調
査

業
務
を
任
せ
る
考
え
で
す
。

福
山
市
議
団
は
、
事
故
の
検

証
が
無
い
ま
ま
、
施
設
管
理
者

と
同
一
の
企
業
グ
ル
ー
プ
に
調

査
を
請
け
負
わ
せ
る
こ
と
は
、

透
明
性
確
保
の
観
点
か
ら
問
題

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し

た
。第

３
者
委
員
会
を
設
置
し
、

原
因
究
明
の
徹
底
、
事
故
検
証

に
基
づ
い
た
再
発
防
止
策
を
講

じ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

福
山
市
議
会
は
「
核
兵
器

禁
止
条
約
第
３
回
締
約
国
会

議
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

を
政
府
に
求
め
る
意
見
書
」

を
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し

た
。唯

一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ

る
日
本
は
、
条
約
に
批
准
せ

ず
、
過
去
２
回
の
締
約
国
会

議

に

も

参

加

し

て

い

ま

せ

ん
。

日
本
被
団
協
が
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
こ

と
で
、
改
め
て
核
兵
器
を
巡

る
日
本
の
動
向
が
世
界
か

ら

注

目

さ

れ

る

こ

と

と

な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
は
、
核
廃
絶
の

具
体
的
行
動
が
世
界
か
ら

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

り
、
地
方
か
ら
の
意
見
書
に

も
応
え
る
べ
き
で
す
。

(
作
業
員
が
ご
み
の
仕
分
け
作
業
を
行
う
)

物価高で市民は

生活が大変なのに…

共産党以外は全員賛成

日本共産党
議案
議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関
する条例及び特別職の職員に対する期末手当の支給
に関する条例の一部改正

会派 水曜会・誠友会・公明党・市民連合
・新政クラブ・福山維新の会

○ ×
TEL ０９０-１１８２-３９７３０９０-１１８２-３９７３
FAX ０８４-９94-5014０８４-９94-5014
mail miyoshi@f-jcp.commiyoshi@f-jcp.com

TEL ０84-960-3566０84-960-3566
FAX ０８４-９60-3567０８４-９60-3567
mail shiozawa@f-jcp.comshiozawa@f-jcp.com
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見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

新
た
な
学
校
統
廃
合
を
検
討
か
？

学
校
規
模･

配
置｢

適
正
化｣

計
画

学
校
給
食
の「
新
」親
子
方
式
化

自
校
調
理
場
が
38
カ
所
に

適
正
化
第
２
要
件
に
該
当
す
る
小
中
学
校(
２
０
２
４
年
５
月
時
点
)

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対

象
と
す
る
補
聴
器
購
入
費
助

成
制
度
が
昨
年
10
月
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
利
用
が

多
く
好
評
で
す
。

制
度
開
始
以
降
、
12
月
ま
で

の
３
か
月
間
で
計
２
１
４
人

に
対
し
て
助
成
金
の
支
給
が

決
定
し
て
い
ま
す
。

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
交

付
対
象
と
な
ら
な
い
方
で
も
、

耳
鼻
咽
喉
科
の
医
師
か
ら
補

聴
器
の
必
要
性
を
認
め
ら
れ

た
場
合
に
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
、
こ
れ
ま
で
に
す
べ
て
の

申
請
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

音
や
人
の
話
し
声
が
聞
こ

え
づ
ら
く
な
る
と
、
会
話
の
行

き
違
い
が
起
こ
る
な
ど
、
社
会

参
加
の
大
き
な
障
壁
と
な
り

ま
す
。

し
か
し
、
聞
こ
え
に
く
さ
に

補
聴
器
で
早
期
に
対
応
す
る

こ
と
で
、
生
活
の
質
を
維
持

し
、
社
会
交
流
の
促
進
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

聞
こ
え
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
方
は
、
福
山
市
高
齢
者
支

援
課
や
、
お
近
く
の
補
聴
器
販

売
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

赤
坂
駅
周
辺
の
住
民
有

志
が
、
福
山
市
議
団
の
仲
介

の
も
と
、
赤
坂
駅
の
改
善
を

求
め
る
要
望
書
を
市
に
提

出
し
ま
し
た
。

要
望
書
で
は
、
赤
坂
駅
へ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
、

南
口
の
開
設
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

赤
坂
駅
は
一
日
あ
た
り

の
利
用
者
が
３
千
人
を
超

え
て
お
り
、
国
が
定
め
る

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
法
」
で

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
義

務
に
該
当
す
る
駅
で
す
。

福
山
市
議
団
の
20
年
の
一

般
質
問
で
、
状
況
を
質
し
た

と
こ
ろ
、
市
当
局
は
Ｊ
Ｒ
と

協
議
中
で
あ
る
と
答
え
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
で
も
設

置
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

市
は
、「
23
年
に
再
度
Ｊ

Ｒ
と
協
議
し
、
25
年
度
に
は

設
置
案
が
明
ら
か
に
な
る

見
通
し
」
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
一
刻
も

早
い
整
備
が
求
め
ら
れ
ま

す
。ま

た

、
南

口

に

つ

い

て

は
、「
開
設
に
用
地
取
得
と

費
用
が
必
要
」
と
課
題
を
示

し
つ
つ
、
地
域
活
性
化
の
た

め
に
は
、
赤
坂
駅
の
さ
ら
な

る
利
便
性
の
向
上
が
必
要

で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し

ま
し
た
。

自
衛
官
の
な
り
手
不
足

が
深
刻
化
す
る
中
、
自
治
体

行
政
を
通
じ
た
募
集
活
動

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

福
山
市
は
自
衛
隊
に
よ
る

18
歳
の
住
民
基
本
台
帳
の

閲
覧
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、

リ
ク
ル
ー
ト
目
的
の
閲
覧

は
、
通
常
認
め
ら
れ
て
お
ら

ず
、
例
外
的
対
応
で
す
。

市
議
団
は
、
閲
覧
を
望
ま

な
い
人
の
除
外
申
請
制
度

を
作
る
よ
う
求
め
ま
し
た

が
、
市
は
制
度
創
設
の
考
え

は
無
い
と
答
え
ま
し
た
。

自
衛
隊
に
よ
る
「
防
災
講

座
」
を
利
用
し
、
学
校
で
チ

ラ
シ
な
ど
を
配
る
事
例
が

各
地
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
中
学
校
で
も
直

近
の
３
年
で
９
校
で
防
災

講
座
が
行
わ
れ
、
う
ち
１
校

で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
配
布

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

自
衛
隊
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
市
・
市
教
委
が
後
援
、

世
界
バ
ラ
会
議
実
行
員

会
が
共
催
し
て
い
た
こ

と
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら

見
直
し
を
求
め
る
要
望

書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま

す
。自

衛
隊
の
在
り
方
は
賛

否
の
分
か
れ
る
政
治
課

題
で
あ
り
、
自
治
体
の
対

応
は
慎
重
を
期
す
る
べ

き
で
す
。

福
山
市
教
育
委
員
会
は
、

附
属
機
関
で
あ
る
「
福
山
市

学
校
教
育
環
境
検
討
委
員

会
」
に
、
今
後
の
「
望
ま
し

い
学
校
教
育
環
境
の
在
り

方
」
に
つ
い
て
諮
問
し
、
答

申
を
踏
ま
え
た
基
本
方
針

の
策
定
に
取
り
組
む
考
え

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
に
策
定
し

た
「
福
山
市
小
中
一
貫
教
育

と
学
校
教
育
環
境
に
関
す

る
基
本
方
針
」
と
「
福
山
市

学
校
規
模
・
学
校
配
置
の
適

正
化
計
画
(
第
１
要
件
)
」

に
基
づ
き
、
福
山
市
は
２
０

１
９
年
以
降
、
21
小
中
学
校

を
９
校
に
統
廃
合
す
る
計

画
を
強
行
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
検
討
さ
れ
る
基
本
方

針
で
は
、
適
正
化
の
方
針
で

あ
る
「
第
２
要
件
」(
小
学
校
:

全
学
年
が
１
学
級
か
つ
１
学

級
あ
た
り
15
人
以
下
・
中
学

校
:
学
級
数
３
〜
５
学
級
)

の
在
り
方
が
含
ま
れ
ま
す
。

今
年
５
月
時
点
で
第
２

要
件
に
該
当
す
る
学
校
は

小
学
校
13
校
、
中
学
校
３
校

で
あ
り
、
基
本
方
針
の
内
容

次
第
で
再
び
大
規
模
な
学

校
統
廃
合
計
画
が
進
め
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

自
治
体
の
財
政
問
題
を
理

由
に
職
員
定
数
の
削
減
が
全

国
で
続
く
中
、
学
校
給
食
の

セ
ン
タ
ー
化
や
民
間
委
託
化

の
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
福
山
市
で
は
、

一
部
の
合
併
地
域
の
給
食
セ

ン
タ
ー
を
除
き
、
自
校
直
営

の
調
理
場
に
よ
る
給
食
提
供

を
堅
持
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
市
教
委
は
児
童
生

徒
数
の
減
少
や
調
理
場
の
老

朽
化
な
ど
を
理
由
に
、
調
理

校
か
ら
近
接
す
る
学
校
に
配

送
す
る
「
新
親
子
方
式
」
を
来

年
度
か
ら
本
格
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。２

０
２
７
年
度
ま
で
に
自

校
調
理
場
を
60
所
か
ら
38
所

に
減
ら
し
て
い
く
方
針
で

す
。各

調
理
場
で
は
現
在
よ
り

も
か
な
り
の
大
量
調
理
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
栄
養
教
諭
、
学
校
栄

養
職
員
は
食
数
に
応
じ
て
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
調
理

校
数
が
減
少
す
れ
ば
、
１
校

あ
た
り
の
食
数
が
増
加
し
て

も
全
体
の
人
員
体
制
は
削
減

さ
れ
ま
す
。

大
量
調
理
を
限
ら
れ
た
時

間
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
調
理
工
程
の
効
率
化
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。

効
率
化
で
な
く
、
衛
生
管

理
や
お
い
し
い
給
食
の
追
及

こ
そ
優
先
さ
れ
る
学
校
給
食

の
調
理
環
境
で
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

補
聴
器
の
購
入
助
成
が
好
評

３
か
月
で
利
用
２
０
０
件
以
上

赤
坂
駅
の
改
善
に
要
望
書
提
出

駅
南
口
・
エ
レ
ベ
ー
タ―

設
置
を

自
治
体
を
通
じ
た
広
報
強
化

自
衛
隊
に
よ
る
自
衛
官
募
集
活
動

助
成
２
万
５
千
円

全
て
の
申
請
に
対
応

要望書を市当局に提出する住民有志の会

市民が共催・後援承認について要望

新親子方式の実施スケジュール

問い合わせ先 福山市高齢者支援課 ０８４ー９２８ー１０６４


